
企業の存続・発展のためには適切な資金管理が大切であ

るが、時間的な差異により、企業の損益面での業績が良

くても、キャッシュフローの管理が適切に行われないと

には、キャッシュフローを伴わないものもあるため、企

業活動の結果生じる損益と現金等は必ずしも一致しない

のが通常である。この意味でも、収益・費用つまり損益

フローに加えて、収入・支出つまりキャッシュフローの

面から企業活動を把握することが重要である。

「黒字倒産」に陥ることがある。また、収益や費用の中

キャッシュフロー計算書の構成比率分析とは、全体に対

する部分の割合を表す比率に基づいてキャッシュフロー

の状況を分析する手法である。各項目が百分率という共

通の尺度によって示されるので、各要素の相互関係を明

確に把握することができるようになる。具体的には、実

数欄と百分率欄を設ける百分率キャッシュフロー計算書

を作成することで分析を行う。これにより、企業間比較

や期間比較を行う場合には、比較を阻害する要因を排除

できるようになり、とりわけ有効な分析手法である。
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